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発表内容

新型コロナウイルス感染症で亡くなった剖検肺組織をそれぞ
れの肺部位に分けて、細胞と遺伝子発現を詳細に調べた。

① 各肺葉から遺伝子を抽出して、肺に浸潤する細胞、炎症
反応を調べた。

② 各肺葉における、網羅的な遺伝子の発現を比較した結果、
ある細胞（基底細胞）が重症度が高い部位で増殖していた。
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病理学的組織検討

肺の上葉、中葉、下葉の組織診断により、下葉で肺胞が殆ど認
められず、また上葉も正常ではなかった。
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今後、新種の感染症が生じた場合、剖検組織を各部位で詳細
に調べることで、その疾患の病態進行などが早期にわかる。

→ 肺組織内でCOVID-19症状の軽度、中程度、重度が存在
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各葉における遺伝子解析

・ 特定の遺伝子発現から、その場にいる細胞がわかる。肺
各部位における細胞や炎症の度合いなどが、理解できた。
・ 基底細胞に関与する遺伝子が肺下葉で増加していた。
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アクアポリン3が強発現する基底細胞

ケラチン5（KRT5)を発現する基底細胞がCOVID-19患者で
増加することは報告されている。
→ 我々は別の基底細胞マーカーである、アクアポリン３
（AQP3）に着目し、それはKRT5陽性細胞とは異なっていた。
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まとめ

アクアポリンは水輸送を担う分子であり、がん細胞の増殖に
も関連する分子である。

Meli R et al. Front in Physiol (2018)

アクアポリン

アクアポリン３(AQP3)阻害剤で基底細胞の
増殖が培養系で抑制された。
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AQP3抑制による基底
細胞の増殖阻害

今後、AQP3阻害剤による異常な細胞の増
加を止めることで、疾患の重症化の抑制に
繋がる可能性がある。



研究成果のまとめ
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論文に関して

この研究成果は、2022年2月16日にFrontiers in Medicineに
掲載されました。

COVID-19症状に関する関連論文は、2020年5月4日に
Acute Medicine & Surgeryに掲載されました。


